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A 88 藤林因豺物としてn>た落雁の組織k その暑性
同心社々･大衆改O 升尹真喜子　林'X－
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目的　如良子の一つである落雁t 粉体園結物ヒ 見なし-I,  その組織ヒ特性ヒの関ｲfA 汚

察した。落雁は砂糖 と米の粉にし＼L 'は 加え訓 り れる昿　 ここでは落雁の成`形雅につい

･て加風による内部靖造の吏化及｡び材料鮭子間の腸合ヽ状態の面-iヽ ^追ﾎ:L だ。
方法　落雁は，砂糖にしり( 水,飴；ソjレビット: 7K＝ドI--2）t 加えて混ぜ:,  さらに
米・粉を加えて混貳 型わちして釦へ6O''Cて汚 時局乾練々仙 デ-> ケ- タ- 申で恢冷して

調製し化。米の粉ヒして極みじんと寒梅粉の2 種報を用い，配/討ふ(砂糖：来。粉：L   i:
‘け6 叫:I) とし，空間李の異なる3 進額の試料を比較した。i す 材料粉剛副本特性を

iL,
    
落雁の空間摩･ 裁物強度tm 洗 した。次に走査型t.手顕微鏡で落雁の底面及び破断面
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の 組 織 と 粒i?^ の 捧 冶ヽの 様 子 を 観 察 し ， 空 問 の 形 ど 政･ 数 子 教 ・ 椿 奈 れt 測 定_し 仙 ，

結 果　 £ 査 型 電 子 顕 微 鏡 で 極 み じユ 製 落 度k 寒 梅 粉 気 蕩･ 雁 の 組 織t 観 県 寸 る 卜 底 面
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破断^ のにちら机 £縮により截＼赦は増加に 空.問面雅 は減少レ 丈きい空闇＼t分劇寸
気T iぐ ぃ包筒奴増かし乱 極みじん製では応力の犯ま性が良い．寒梅粉製では圧力の伝
奎むく悪くI 底面余で力かぐ及帽 べ い力ぐ 付丿性があるため低圧縮での成形性はより敲 ．ヽ

発雁表面中I- 占ihる空間の制合を圧力|訂ﾋ丿･は る循 考えて, 落後の£力の屈i 漣を粉捧適
積 層 のJ。hsse.n <n 理倫 によ') 考寮1 在 ，藍 子間cり蒔合部I*,    驀 みX  ん製 で ＼1 L

懸 奮域 の充 て ん飛 進が 見"7 机　 寒梅粉 製 では寒梅粉,くしレ)  ＼ーよ') 一浪1 な っ
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蕎A  I 几 製 落 豚 は □ I"  1ｳ が 良 く て 崩 截 φt く ，

寒 梅 粉 虻 条 励 ま 戌 形 性
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が む に とl 説 明 し,

    又,
   落 雁 の 個 々 の 製^ り わ 意 味l 説 明-t  ＆ い ぶ で き た 。

A 89 群馬県剛^ ≫ロろ肖 付 加 塩分渫戻と刺定オ宏によう秀の榔 忙 っいマ
明和すひ短尺　o 堀口唇了　高橋尚応　武藤政英　野口知匙子　万旧俊了

聊馬エ.試 滝口強 川野郁犬

ａ的　食塩穣取量と成人病 とa＼関係が明りw に`な‘に 塩介根取をいヵヽにあ､? え7  呻<   ﾌヽ

が課題とな-y 7 いる。群馬県は、食塩摂取量 め多いブロ､ソ9 I'属し７いるので、/良塩摂取

量 の目命をつける手ぴか')とし7  - 各家庭のみそ才の塩分濃浅を雁認しマゐべ ことば、沢
切なことr ある。塩分の分柿かJ 、主とし７そ つﾚ 徳､。食塩凛洩訂沃、炎光分樗宏のﾆｰ方

宏 があるが、簡便即 侃 る食塩濃 計繊 が、そそ足ﾏ あ゙るor うに感じ阿ので、介昨方ま別

丿 快 値り 巳較、榔 仙 尺。
方砥 群 馬県剛 び川 る各家庭のみ そうすか'ぼ､ を実験試料としr-。̂試料の調瞰は 四｡2

,ｸ･ろ紙でろ遣しＲみヤ↑; 祠り 卯 戒 に布釈後試料としr< 。そ ー･レ緬､I]冷去 に代い行 っ政、

濃泉訂氷ば、眼鷹電波 工業策 励－lK型を用い マ行 つR 。気光脊棺宏は、ろ麦レ代試料 を/w

倍 に布釈僕、吸光庫 を剃定して、/ヽ ､h-'tを求め陪山 て療算しK 。

緬茉　そ ー､レ恚でば、最高之､a/％、最低い?% 、争均ﾉ､Db% 、変動係数2ｸ､^ ‰ 溝農訂

宏 では、最高i､肪が、最弟｡､^ 矯 、平均ｸ､侭 ％、変動係数 分 ぷか 卦光分粧ま ずは、最高

=?､よ≫% 、最'iい､/% 、平均/.c>悩 、変動係数3l>.≫% であ っ尽。変動係数ばそ ール拡がふブ

くて。がい て陳 光分有拡、^ 凛計砥t' あった。モー>レも3 バラヽｿそが小? し 凛凛財 ダX

きTD  ̂-, ‘でのr≒ 潭快75 徳､閉に毛がある かヽと丿 かを検 定し代、その峰恥a 、そ ー･レ砥と咲光
発袴砥 でμ、肩鶯^ が認められなヵヽ つr< が、像凛計と七－､レ宏お｡r び斎光分芹拡と13、そ

れぞれ
ヽ危
曖卒 ぶ％ で肩貢米が認められ. 凛慶訂諺､la. 化 。・ が穂､j: 'け 、バラツヤが

ｘ

さいばヵ`リアなく、平均値7' も/2 ～/3% 低い･ii を示しr-.


